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骨芽細胞活性化合物のin vivo/in vitroスクリーニング

発明概要

効果

実用化例

共同スクリーニング及び共同開発を実施する企業を探しています。トランスジェニック・マウスの
提供が可能です。非独占的な共同研究体制を希望します。
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主たる提供特許
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骨芽細胞特異的発現を誘導するＤＮＡ及びその塩基配列　
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技術概要

・破骨細胞を抑制する化合物ではなく、骨芽細胞を活性化する化合物のスクリーニングが可能
となります。
・従来のプロモーター（I型コラーゲンプロモーター等）から更に、骨芽細胞への特異性が上がっ
ています。
・トランスジェニック・マウスの作成に成功しました。

・器官培養系によるin vivoスクリーニングが可能。
・ in vitroスクリーニング系の構築も可能。

応用分野

・骨芽細胞活性化による骨粗鬆症治療薬の開発
・遺伝子治療、再生医療
・骨異常形成の抑制薬
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